
令和５年７月１６日時点

開催日時 開催場所・形式 名称

8月2日(水)
13:00～17:00

日本学術会議
（ハイブリッド開
催）

公開シンポジウム「数学教育の変遷～数理・デー
タサイエンス・AI時代における数学教育の変革及
び女性人材の登用に向けて」

8月4日(金)
14:00～16:00

オンライン開催 公開講演会「健康・幸福寿命の延伸に資するス
マート歯科医学・歯科医療の実現」

8月5日(土)
13:00～16:00

オンライン開催 公開シンポジウム「社会的包摂ビジョン：孤独・
孤立を越える」

8月10日(木)
13:30～15:00

東京大学　安田講堂 共同主催国際会議　市民公開講座「物理と情報の
交差点」

8月12日(土)
13:00～15:30

郡山市ふれあい科学
館23階宇宙劇場（ハ
イブリッド開催）

共同主催国際会議　市民公開講座「APRIM2023パブ
リックレクチャー」

8月19日(土)
14:00～17:05

名古屋市立大学病院
大ホール

公開シンポジウム「第13回形態科学シンポジウ
ム」

8月20日(日)
13:00～17:00

日本学術会議
（ハイブリッド開
催）

学術フォーラム「SDGsの達成に資するESDカリキュ
ラムの開発」

8月20日(日)
13:00～17:20

オンライン開催 公開シンポジウム「オープンサイエンス時代にお
ける学術データ・学術試料の保存・保管、共有問
題の現状と将来」

8月20日(日)
13:20～16:30

早稲田大学　国際会
議場（ハイブリッド
開催）

共同主催国際会議　市民公開講座「絵から飛び出
した不可能立体の世界」

8月21日(月)
13:30～17:30

福井県立大学（ハイ
ブリッド開催）

公開シンポジウム「宇宙や自然を探求しよう～新
たな発見をめざす基礎研究の魅力～」

8月22日(火)
13:00～17:25

日本学術会議 公開シンポジウム「「こころの病」の脳科学」

直近の学術フォーラム・公開シンポジウム等の開催予定について
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8月24日(木)
18:00～20:15

札幌コンベンション
センター　中ホール

共同主催国際会議　市民公開講座「持続可能な社
会を目指した電波科学が拓く未来」

8月26日(土)
13:00～17:00

オンライン開催 公開シンポジウム「生殖補助医療のこれからー社
会の合意に至るために考えること」

8月30日(水)
13:00～17:00

オンライン開催 学術フォーラム「深化する人口縮小社会の諸課題
－コロナ・パンデミックを超えて」

※諸般の事情により、内容等に変更が生じる可能性がありますので、学術フォーラム・
　公開シンポジウム等の参加前には日本学術会議ホームページを御確認ください。
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数学が科学を記述する言葉であり、社会の基盤を支えていることから数学的な基礎力
を身に付けることが必須となっている。歴史的に見れば、明治 5年（西暦 1877 年）の学
制頒布では自然科学・工学を学ぶためには西洋数学を学校で教授することとしたとい
う変革があった。数理・データサイエンス・AI 時代において数学的な基礎力を身に付
けた多様な人材育成、女性人材の育成が必要であるという「報告　数学教育の変革につ
いて」を準備中であり、江戸時代以降の数学教育の変遷を振り返りつつ、今日及び次の
時代を見据えた数学・数理科学の教育に関わる議論を行い、社会発信の場とする。
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2023年 8月10日 木
東京大学 安田講堂

13:30～15:00（開場13:00）

定員先着1000名

参加費無料・要事前申し込み

申込URL https://www.statphys28.org/publiclecture.html
申込締切 2023年8月9日（水）（ただし定員を超えた時点で打ち切り）

問い合わせ statphys28.loc@gmail.com

主催 ■第28回IUPAP統計物理学国際会議組織委員会、日本物理学会、日本学術会議　共催 ■IUPAP　後援 ■山田科学振興財団、新学術領域「情報物理学でひもとく生命の秩序と設計原理」

市民公開講座

物理と
情報の
交差点

「もの」の本質を追求する物理学と「こと」をめぐる学問である情報科学とは、一見すると対

極的なようですが、実は、さまざまなところで深くつながっています。そもそも、本国際

会議の主題である統計物理学は、数多くの「もの」が集まったときに新たに生まれてくる「こ

と」を研究する物理学の分野なのです。古くから情報科学とも密接に関わってきました。

西森秀稔さんは日本を代表する統計物理学の研究者です。統計物理学や量子物理学と

現代的な情報科学を結びつけた重要な業績【スピングラスにおける「西森ライン」

の発見とその情報科学への応用、量子アニーリングの方法の提唱】で世界的に知

られています。本講演では、物理学の専門知識のない一般の方を対象に、量子ア

ニーリングとその量子計算機での実装やスピングラスの統計物理学と情報の関

わりについて話していただきます。物理法則に従うスピン（小さな磁石）た

ちが数多く集まったとき、情報を担い、高い計算能力を発揮するという驚

くべきストーリーを発見者ご自身の解説でお楽しみください！

講演

西森秀稔
東京工業大学特任教授
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オオープンサイエンス時代における学術データ・
学術試料の保存・保管、共有問題の現状と将来

地球惑星科学における学術試料、学術データは、地球・惑星の歴史資料であり、逸失すれば取り戻せない人類社会が共
有すべき知的財産である。それらの整備、保存、管理は、学術研究にとって不可欠であると同時に、将来における気候
変動・災害対応、および予測しがたい未来の人類社会の生存と持続可能な発展のための基礎情報である。本シンポジウ
ムでは、こうした試料、データの共有や管理、保存、利活用等の問題を、サイエンスする立場から議論する。

2023年

8.20 (日）13:00-17:20

参加費：無料
対象：どなたでも参加できます。申込は下記。
申込フォーム：https://forms.gle/3rh99tgcxH3hM8ju5

＊参加申込された方に当日までに
参加URLをメールでお知らせします。

オンライン開催

総合司会：村山 泰啓 （日本学術会議連携会員, 国立研究開発法人情報通信研究機構NICTナレッジハブ研究統括・ナレッジハブ長（兼））

13:00-13:15 開会挨拶 中村 卓司（日本学術会議会員, 大学共同利用機関法人情報・システム研究機構国立極地研究所・所長）
趣旨説明 （総合司会）

13:15-13:30 開会にあたって 木村 学（日本学術会議連携会員, 国立研究開発法人海洋研究開発機構海域地震火山部門アドバイザー, 東京大学名誉教授）

第1セッション「オープンサイエンス時代における学術データ共有とサイエンス」
司会: 金尾 政紀（大学共同利用機関法人情報・システム研究機構データサイエンス共同利用基盤施設・准教授）

13:30-13:50「オープンサイエンス時代における学術データ・学術試料の保存・保管、共有問題の現状と将来
～政策側の視線から」
林 和弘（日本学術会議特任連携会員, 文部科学省科学技術・学術政策研究所データ解析政策研究室・室長）

13:50-14:10「オープンサイエンス時代における学術データ・学術試料の保存・保管、共有問題の現状と将来
～学術コミュニティ側の視線から」
村山 泰啓（日本学術会議連携会員, 国立研究開発法人情報通信研究機構NICTナレッジハブ・研究統括・ナレッジハブ長（兼））

14:10-14:30「学協会における論文出版と研究データ保存管理」
大谷 栄治（日本学術会議連携会員, 東北大学客員研究者・名誉教授）

14:30-14:50「国立環境研究所におけるデータ駆動型科学の推進とそれを支えるデータ基盤」
三枝 信子（日本学術会議会員, 国立研究開発法人国立環境研究所 地球システム領域・領域長）

休憩 (20分）

第２セッション「学術試料散逸・保管のチャレンジと課題」
司会：堀 利栄（日本学術会議会員, 愛媛大学副学長・大学院理工学研究科教授）

15:10-15:30「国際深海科学掘削計画（IODP）等のコア試料の学術機関における保管問題」
池原 実（高知大学海洋コア国際研究所・教授）

15:30-15:50「博物館における地球惑星系標本保管の諸問題」
齋藤めぐみ（国立科学博物館地学研究部・研究主幹）

15:50-16:10「自然史系学術試料散逸問題と自然史財法の可能性」
西田治文（日本学術会議連携会員, 中央大学理工学部生命科学科・教授）

16:10-16:30「宇宙・地球研究資料のアーカイブ化とキュレーションシステムの構築の提案」
小宮 剛（東京大学大学院総合文化研究科広域科学専攻・教授）

総合討論（総合司会）
16:30-17:10
コメント：森田澄人（国立研究開発法人産業技術総合研究所 地質調査総合センター地質標本館・館長)
コメント：白井知子（国立研究開発法人国立環境研究所 地球システム領域地球環境データ統合解析推進室・室長,

研究データ利活用協議会研究データへのDOI登録促進小委員会・前委員長）

17:10-17:20 閉会の挨拶 木村 学（日本学術会議連携会員, 国立研究開発法人海洋研究開発機構海域地震火山部門アドバイザー, 東京大学名誉教授）

主催：日本学術会議 地球惑星科学委員会地球・惑星圏分科会
後援： 公益社団法人日本地球惑星科学連合(JpGU)・一般社団法人日本地質学会

問合先：
国立研究開発法人情報通信研究機構
村山 泰啓 (murayama[a]nict.go.jp
愛媛大学大学院理工学研究科
堀 利栄 (hori.rie.mm[a]ehime-u.ac.jp

【公開シンポジウム】











持続可能な社会を目指した
電波科学が拓く未来

市民公開講座

日時 18:00～20:152023年 月8 24日（木）
会場 札幌コンベンションセンター  中ホール

北海道札幌市白石区東札幌６条１丁目１－１

講
演
①

宇宙太陽光発電と無線電力伝送
北海道大学 名誉教授
大宮 学

講
演
②

Society 5.0を実現するためのフォトニックネットワーク
－光ファイバと超大容量通信－
北海道大学 大学院情報科学研究院 准教授
藤澤 剛

参加費

無料

対象
高校生、高等専門学校生、
大学生、企業の研究者・技術者、
一般参加者

プログラム

お問い合わせ

URSI GASS 2023 市民公開講座および
体験型イベント実行委員会
E-mail：URSIGASS2023.event@gmail.com
※電子メールにてお問い合わせください。

主
催

URSI GASS 2023市民公開講座および
体験型イベント実行委員会
日本学術会議

協
賛札幌コンベンションセンター

【司会】富山県立大学 工学部 教授  石坂  圭吾

18:00 開会のあいさつ
URSI GASS 2023 組織委員会委員長
北海道大学 名誉教授 小柴  正則

20:10 閉会のあいさつ
URSI GASS 2023 大会委員長
中央大学 理工学部 教授 小林  一哉

18:05 講演①
「宇宙太陽光発電と無線電力伝送」
北海道大学 名誉教授
座長：北見工業大学 工学部 教授  柏  達也

大宮  学

19:15 講演②
「Society 5.0 を実現するためのフォトニックネットワーク
－光ファイバと超大容量通信－」
北海道大学 大学院情報科学研究院 准教授
座長：室蘭工業大学 大学院工学研究科 教授  辻  寧英

藤澤  剛

後
援

文部科学省   日本政府観光局(JNTO)   北海道
札幌市   北海道教育委員会   札幌市教育委員会
札幌コンベンションビューロー












